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陛下、令和の大嘗祭

で
ん
）
供
饌
の
儀
」
が
あ
る
。
悠
紀
殿

の
儀
は
、
祭
服
を
着
た
天
皇
陛
下
が
悠

紀
殿
と
呼
ば
れ
る
社
殿
に
入
ら
れ
、
始

ま
っ
た
。

　

内
部
の
所
作
は
非
公
開
で
、
宮
内
庁

に
よ
る
と
、
陛
下
が
神
座
（
し
ん
ざ
）

の
前
に
飯
や
酒
な
ど
を
供
え
、
御
告
文

（
お
つ
げ
ぶ
み
）
を
読
み
、
自
ら
も
食

べ
て
豊
作
な
ど
を
祈
念
。
主
基
殿
の
儀

は
主
基
殿
で
同
様
に
行
わ
れ
る
。
両
殿

で
は
高
根
沢
産
の
「
と
ち
ぎ
の
星
」
と

京
都
府
で
収
穫
さ
れ
た
コ
メ
を
そ
れ
ぞ

れ
使
用
。
皇
后
さ
ま
も
別
の
社
殿
で
装

束
姿
で
拝
礼
。

　

大
嘗
祭
は
、
天
皇
代
替
わ
り
に
伴
う

一
世
一
度
の
祭
祀
と
し
て
、
７
世
紀
後

半
に
整
備
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
室
町
か

ら
江
戸
時
代
に
か
け
、
戦
乱
な
ど
の
影

響
で
約
２
２
０
年
間
中
断
。
天
皇
神
格

化
を
進
め
た
明
治
期
に
大
規
模
化
し

た
。

　

皇
位
継
承
の
重
要
祭
祀
（
さ
い
し
）

「
大
嘗
祭
（
だ
い
じ
ょ
う
さ
い
）」
の
中

心
儀
式
「
大
嘗
宮
（
だ
い
じ
ょ
う
き
ゅ

う
）
の
儀
」
が
14
日
夜
、
皇
居
・
東
御

苑
に
特
設
さ
れ
た
大
嘗
宮
で
、
公
的
な

皇
室
行
事
と
し
て
営
ま
れ
た
。
即
位
し

た
天
皇
が
五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）

や
国
の
安
寧
を
祈
る
儀
式
。
核
心
部
分

を
含
め
大
半
は
非
公
開
で
、
15
日
未
明

ま
で
続
く
。

　

神
道
形
式
の
大
嘗
祭
へ
の
公
費
支
出

を
巡
っ
て
は
、
１
９
９
０
年
に
催
さ
れ

た
前
回
の
平
成
時
か
ら
、
憲
法
の
政
教

分
離
原
則
に
反
す
る
と
の
批
判
が
根
強

い
が
、
政
府
は
令
和
の
今
回
も
公
的
性

格
を
認
め
、
費
用
は
皇
室
の
公
的
活
動

費
「
宮
廷
費
」
を
充
て
た
。

　

宮
内
庁
は
、
首
相
ら
三
権
の
長
や
閣

僚
、
全
国
の
知
事
、
各
界
の
代
表
ら

６
７
５
人
を
招
い
た
。
皇
嗣（
こ
う
し
）

秋
篠
宮
ご
夫
妻
ら
皇
族
も
参
列
。

　

大
嘗
宮
の
儀
は
、
14
日
夜
の
「
悠
紀

殿
供
饌
（
ゆ
き
で
ん
き
ょ
う
せ
ん
）
の

儀
」
と
15
日
未
明
の
「
主
基
殿
（
す
き

高根沢「とちぎの星」使用

後
世
の
県
民
に
伝
承

福
田
富
一
（
ふ
く
だ
と
み
か
ず
）
知

事
の
話　

悠
紀
地
方
に
選
ば
れ
た
県
の

代
表
と
し
て
、
そ
の
場
に
身
を
置
く
者

と
し
て
、
儀
式
を
後
世
の
県
民
に
も
伝

え
ら
れ
る
よ
う
記
憶
に
と
ど
め
て
ま
い

り
た
い
。

即
位
重
要
祭
祀
、未
明
ま
で

「
悠
紀
殿
供
饌
の
儀
」
の
た
め
、
薄
明
か
り
の
中
、
祭
服
を
着
て
大
嘗
宮
の
悠

紀
殿
に
向
か
わ
れ
る
天
皇
陛
下
＝
14
日
午
後
６
時
35
分
、
皇
居
・
東
御
苑


